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１．はじめに

本稿は，「ビデオ会議」または「テレビ会議」（以下，「ビデオ会議」で統一する'）

を用いた遠隔教育に関する実践的な報告である。本稿では，日本人学生にとっての異

文化理解教育と，外国人学生にとっての曰本語教育の双方に活用できる「異文化交流

ディスカッション（InterculturalDiscussion)」（以下，「IＣＤ」という）の授業方法

と使用するシステム機器の有用'性ついての実践例を踏まえた検討を行う。

2.ビデオ会議による遠隔教育の通信方法と用途

遠隔地をつなぐ双方向授業としては,これまでにも通信衛星を使ったＳＣＳやケーブ

ルテレビを使ったものが知られているが，今日では，「ビデオ会議」による遠隔授業で

使われるプロトコルは，ＩＳＤＮによる「ITU-T勧告Ｈ320」（以下，「Ｈ320」という）

と，ネットワークを利用した「同勧告Ｈ323」（以下「Ｈ323」という）が主流である2．

本稿で紹介するビデオ会議では,主にＨ323による通信を用いたが,一部Ｈ320を使っ

たものでも行った。

後掲の参考文献に挙げた先行研究によれば，ビデオ会議を用いた遠隔教育の用途に

は，学校間やキャンパス問，あるいは学校と他の施設とを結んだ授業，地域社会向け

生涯教育講座，曰本語教育を含む外国語教育のための一般教育講座における利用など，

様々なものがある。宮崎（2002）は曰本語教育をめぐり７つの利用法を提案している

１参考文献中の先行研究では，２つの用語が交換可能な同義語のように扱われている場合がある。筆者ら

もこれまでは主に｢テレビ会議｣を用いてきた。しかし,英語論文で数多く見られる｢videoconference」

という表現との整合性を図るため，今後「ビデオ会議」の名称で統一する。

２ビデオ会議をめぐるITU-T（国際電気通信連合･電気通信標準化部門）勧告の各プロトコルについては，

Schaporst（1999）に詳しく解説されている。
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が３，筆者らの場合，宮崎論文で言う「利用法２」に当たる「(相手国側からみた）日

本語教育」の目的のほかに，「(曰本側からみた）ＩCD」の目的を新たに加えた形でビ

デオ会議を利用している4．

3．ビデオ会議によるIＣＤを行ってきた背景

筆者らは当初各自が別々の興味を抱いていた。筆者の－人は，主にIＣＤによる日本

人学生の国際化に関して興味を抱いており，金沢大学に留学してきた留学生と日本人

学生を同じ教室の中でディスカッションさせる形式の授業を教養的科目のひとつとし

て開講していた。もう一人の筆者は，中南米での日本語教育の経験から，学習者が生

の日本語により多く接するための遠隔教育の可能性とその技術に対して興味を抱いて

いた。

このような二人が「キャンパスの国際化」と「海外協定校へ日本人学生を留学させ

る」という金沢大学の方針に沿って協同し，遠隔教育で海外協定校とＩＣＤを行うこと

に着目したのである。

4．ビデオ会議による遠隔交信の経緯

筆者らは2001年に金沢大学の協定校の一つ，米国のウイリアム＆メアリー大学

(CollegeofWilliam＆Mary，以下，「Ｗ＆Ｍ大｣）とビデオ会議による交信を開始し

た。以下の表lは,筆者らが行ってきたビデオ会議による交信の経緯について簡単にま

とめたものである。

2003年にはＷ＆Ｍ大との日程調整がつかず一度も交信が行われなかったが,それを除け

ば,ほぼ毎年複数回の交信を行ってきている｡しかも,2005年にはＷ＆Ｍ大以外の複数の協

定校(北京師範大学やオーストリア国立大学)との間の交信実験も始まった。

３利用法ｌ「ジャパンリテラシー教育｣，２｢教室場面の参加者の多様化｣，３｢学会，セミナー，ワークシヨッ

プへの参加｣，４「各国の日本語教育事!清の情報交換」，５「渡日前準備教育，入学前予備教育，ならびに

日本語のメインテナンス｣，６「海外の日本語教師のための教師養成コース・現職者研修｣，７「大学院レ

ベルでの研究や論文指導」である。

４異文化交流目的でビデオ会議を用いた先行研究としては久米他（1998）がある。
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表１金沢大学と海外協定枚とのビデオ会議による交信履歴

Ｉ
Ｗ＆Ｍ大 ＩＣＤ ４名／５名

Ｗ＆Ｍ大 ＩＣＤ ４名／ｌ君

７宿／７岩

Ｗ＆Ｍ大 ＩＣＤ ４名／３名

北京師範大学 ３名／３名

５名／５石

Ｗ＆Ｍ大 ５名／４肴

北京師範大学 ５名／６名

象州国立大学 ７名／６名

5．ビデオ会議によるIＣＤの目的と特徴

５．１目的

ビデオ会議によるIＣＤは，「日本事情」の授業で採用した対面形式のIＣＤ授業と形

式上の違いはあるが，「異文化間コミュニケーション能力向上の場」（徳井1997：204）

を提供できるという意味で，両者の目的は共通している。すなわち，参加者がディス

カッションとその準備と実践報告等を通して，世界の国々と人々，また自国と自分自

身についての認識を新たにすると共に，他者の意見を聞きながら限られた時間内で自

分の意見を他者にわかるように言い表せるようになること，また，それに必要な論理

的思考を身につけること，そして，非母語話者である参加者に学習言語の使用体験の

場を提供すること，などである。

5．２特徴

ビデオ会議によるＩＣＤは，「日本事情」の授業で行われる対面形式IＣＤを応用した

５この回の交信には，筆者らのうち－名のみが関与している。
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ものである。対面式IＣＤでは,①教師はファシリテータとしての役割を務める。すな

わち，授業を進め，異文化問題を扱う大テーマを取り上げ，資料となる読み物，ヒン

トやコメントを適宜与える。これに対し，②学生は資料を読んで事前の準備を行い，

授業中は，③外国人留学生と日本人学生の混成グループを作り，④各グループ内で司

会者を選び，⑤自分たちで小テーマを決めてディスカッションし，⑥最後に各グルー

プ代表がクラス全体に対して報告を行う。なお,⑦この授業は学期を通して毎週１回行

われる。

ビデオ会議によるIＣＤは，以下の点で上記の対面式IＣＤとは異なっている。まず，

(a)上記の③とは異なり，日本側と協定校側に二分されたグループ間でディスカッショ

ンを行う点である。つぎに，（b)外国人学生が対面式IＣＤの場合と異なり，曰本に滞在

している学生ではなく，曰本滞在の経験のない学生である点で異文化接触の前提が異

なる。更に，（c)司会者は，使用言語が曰本語であるという理由から，日本側から選ば

れる点である。現在のところ，回数的には，（d)年に１回から２回の頻度で行うにとど

まっている。

ディスカッションの質の点から見ると，このビデオ会議によるIＣＤの大きな特徴は，

遠隔装置を使った単なる自己紹介的なおしゃべりではなく，一つのテーマを掘り下げ

て内容のある話をする点にある。その結果，次のような教育的効果が考えられる。ま

ず,①双方の学生の異文化への「統合的な理解」（倉地1992：116）が深まる契機にな

る。それに伴い，②双方の相手国への留学への関心が高まる。③また，学習した言語

(ここでは相手側の学生にとっての日本語)を実際に使って練習することができること

である7．

6．ビデオ会議によるIＣＤを行うための準備段階

６．１参加者集め

曰本側の参加者は，主として学部生を対象に希望者を募っている。理想的には以下

の条件を満たす学生が望ましい。①ビデオ会議をやってみたいという積極性をもって

いる，②異文化活動に参加している，③異文化に対する理解がある，④自分で考える

６筆者らの目指すところは，倉地氏の「文化相互理解を深化させるための可変理論」と共通点が多い。

７英語や中国語など相手側の言語を使ってIＣＤを行うことも可能である。

－４８－
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力や自分の意見をもっている，⑤意見を人にわかるように話すことができる，⑥ディ

スカッションの方法を身につけていること，などである。しかし，若年の学部生に上

記の条件を満たす者は少ないという現実から，実際には①と②を満たせば参加資格が

あるとし，③から⑥の点はビデオ会議を契機として習得し達成することを目標とせざ

るを得ない。

なお，協定校側の参加者は，曰本語能力中級程度の日本語専攻の学生である。

６．２テーマの選定

ほとんどの場合は，大テーマを教師が選び，その枠の中で双方の教師と参加者が電

子メールを使って意見交換をしながら小テーマを選ぶという方法をとってきた。たと

えば，第７回のビデオ会議では，大テーマを「人を判断する基準」とし，小テーマとし

て「職業観とブランド意識」や「結婚観」を選んだ。

６．３資料としての読み物の選定

筆者らの実践経験から，ＩＣＤ用にふさわしい読み物に関して次のようなことが言え

る。①あまり専門的でなく，読んで面白くかつ問題提起を含むものが良い。②日本の

文化・生活習｣慣・価値観に関する単なる解説書風のものでなく，少々片寄りがあって

も，著者の見解が展開された読み物のほうがディスカッションを活発にする。③日本

語で書かれた読み物に相手側の言語（英語など）による翻訳があれば，読解に費やす

学生の労力が軽減される。これは，日本語自体の学習よりも議論の内容を富ませると

いう方針にかなうものである。④読み物には，教師が作成した「考えるヒント」や

｢アンケート」を事前に与えておいたほうがよい。⑤主となる読み物が最新の情報を含

まない場合や情報が不十分な場合は，関連データや最新の情報を付加する必要がある。

以下に筆者らがこれまでのIＣＤで使用してきた主な読み物（テーマ）を紹介する８．

Ａ）「日本人のＹＥＳはＮＯ？」「曰本人はどのように人を判断するか」「曰本人は差

別主義者！？」旧英対訳)9･

欧米人を意識したと思える視点から，曰本人論を面白おかしぐ展開した読み物

である。

Ｂ）「こわしました」ほか旧本語訳を追加）IC。

８Ａ）はIＣＤ用資料として編集するため，著作権者と交渉中である。Ｃ）とＤ）は著作権フリーである。

９長谷川勝行『日本人の秘密Ｓec'WsqﾉﾝﾉＤＢ上Pα"eSej，㈱ヤツク企画，１９９４

１０Mizutani,０．＆Mizutani,Ｎ・ﾉWho"ｇｏﾉVO花８.Ｖｏｌ1-10,TheJapanTimes，1977-90

－４９－
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外国語としての日本語の使い方に日本文化の様々な面を映す。

ｃ）「社会で成功する要因」「学歴に対する評価」「職業観」「男女関係」（英訳本を併

用）’1

１１カ国の青少年を対象に調査した結果が淡々と記されている。

Ｄ）「オーエムエムジー西暦2001年新成人の恋愛．結婚意識調査」’２

若者を対象に調査した結果がグラフだけで示されている。

この他にも，最新情報として日英対訳の雑誌Ｈ〃gα"α刀mesの記事を使い，曰本語

の新聞や雑誌記事，学生のレポートなどに英訳をつけて読み物とした。

7．交信の実例～Ｗ＆Ｍ大と～

７．１使用したビデオ会議システムと交信会場について

交信の具体例を提示する前に，まずビデオ会議システムによる実際の交信現場の写

真を見ていただきたい（図ｌ～２）。これは，金沢大学自然科学本館に設置された遠隔

ゼミナール室１である。表lに掲げた計９回の遠隔交信のうち第５回目以降はこの部屋

で行われた。

図１システム構成図'３

１１総務庁青少年対策本部編『世界の青年との比較からみた日本の青年｣，大蔵省印刷局，１９９８

１２食品流通情報センター編『若者ライフスタイル資料集』，2001.

13筆者らが用いたビデオ会議システムSonyPCS-lの仕様については，同社のホームページにある仕様表

を参照のこと http：〃WWW・Sony.』p/products/Professional/ＶＩＤＥＯＣＯＮＦ/pdf/PCSO5112pdf)。
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図２ビデオ会議実施時の様子

図３第７回ビデオ会議によるIＣＤ遠隔交信画面

図３では，自分側の映像が同一のモニタ画面右下に小さく表示されるような設定を

とっているが，相手側をモニタ１に自分側をモニタ２に独立表示することもできる。

また，ビデオ会議システム本体にデータソリューションボックスという装置を追加す

れば，パソコンの画像を相手側に送信し同時にモニタ２に表示させることも可能であ

る（図１参照)。

７．２ビデオ会議によるＩＣ、交信の実例～Ｗ＆Ｍ大との第７回交信を例に～

それでは，以下の表２に第７回の金沢大学とＷ＆Ｍ大学とのビデオ会議によるＩＣＤ

概略を記す。また表２に続き,表３ではIＣＤの内容について概略をまとめて提示する。

－５１－
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表２第７回金沢大学-Ｗ＆Ｍ大.ビデオ会議によるIＣＤ概略

参加者

事前教材

表３第７回金沢大学-Ｗ＆Ｍ大・ビデオ会議によるＩＣ、内容'４

経過時間

Ｏ６ｍ５３ｓ

10,36ｓ

12,23ｓ

ｌ４ｍ５ｓ

３２ｍ19ｓ

44,22ｓ

ｍ27ｓ

65,06ｓ

１４筆者らは第７回交信内容を基に,「ビデオ会議によるＩＣ、の方法論について解説したWeb用試作版教材」

を作成し（参考文献14)，同教材のデモンストレーションも行った（参考文献３）。

－５２－

金沢大学側 Ｗ＆Ｍ大側

曰時
日本時間2004年２月24日（木）

午前９時-10時11分

米東部時間2004年２月23日（水）

午後７時－８時11分

会場 金沢大学自然科学本館遠隔ゼミナール室１ Ｗ&Ｍ大MortonHallビデオ会議室

参加者 5名（男１．女４） ４名（男１．女３）

テーマ
2004年２月10日のICＤ（表１の第６回）に引き続き，「職業観とブランド意識について」及
ぴ「結婚・恋愛観」について

事前教材 『日本人の秘密SecretsoftheJapanese』（注９）より ， ｢日本人はどのように人を判断するか」

経過時間 テ '■■■■■ マ・内容概略

O0mOOs ディスカッション開始の挨拶，日時確認

01ｍ15ｓ 相互に簡単に自己紹介（前回と異なる参加者がいるため）

05ｍ42ｓ 司会者が今回のディスカッションの内容と時間配分について大まかに述べる。

06ｍ53ｓ
前回はＷ&Ｍ側の職業観について聞いたので,今回は金沢側参加者５名の将来就きたい職業
について述べる。

10ｍ36ｓ 前回に続き，もう一度Ｗ&Ｍ側参加者の将来就きたい職業について簡単に述べてもらう。

12ｍ23ｓ ブランド意識に関して，「教師」という職業が日本においてどう見られているか，Ｗ&Ｍ側
から質問があり，それに対して金沢側参加者が答える。

14ｍ55ｓ 今度はＷ&Ｍ側参加者がアメリカにおいて「教師」がどのように社会で見られているか，意
見を述べる。

19,15ｓ 他人を見るときに職業で判断するかどうかについて，まず金沢側参加者の意見を述べる。

23ｍ33ｓ 同じ質問について，今度はＷ&Ｍ側参加者の意見を述べてもらう。

32ｍ19ｓ 司会者が話題を「結婚について」に移すことを宣言し，大きくわけて「結婚したいか？｣，
｢したいなら，理由は？｣，「したくないなら，その理由は？」であることを告げる。

35ｍ58ｓ ｢結婚したいか」について，Ｗ&Ｍ側参加者の考えを聞く。

38ｍ30ｓ 時間を節約するため，挙手により双方の「結婚したいか」についての意見をまとめる。

39ｍ28ｓ 双方の参加者がかわるがわる「結婚したいか」について ， 理由や根拠の部分を述べる。

44ｍ22ｓ
｢恋愛」と「結婚」は連続するかについてのテーマに移る。途中，現在の日本でまだ「お見
合い」が多いかについての質問があり，金沢側で回答する。

50ｍ55ｓ 司会者がＷ&Ｍ側参加者に「結婚がブランドになるか」について質問する。また，あわせて
｢結婚したい人の条件について」も回答を求める。

55ｍ27ｓ 同じ質問に対して金沢側の考えを求められ回答する。

65ｍ０６ｓ
司会者が最後に今日のディスカッションについての感想をＷ＆Ｍ側参加者に求める。途中
金沢側参加者も意見を述べる。

，

70ｍ30ｓ 司会者が終わりの挨拶をする。

70ｍ40ｓ ディスカッション終了
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8．ビデオ会議によるＩＣ、運営上の留意点

第一に，ディスカッションに内容をもたせることである。良いディスカッションを

行うためには，異文化交流にふさわしい，良いテーマを選ばなければならない。しか

し，学生に意見を求めても，学生は良いテーマを思いつかないことが多い。そこで，

彼らの考えを引き出し，話す意欲を起こさせる方法を考える必要が出て来る。筆者ら

は，まず資料としての読み物を読ませる方法をとった。むろん読み物は議論のきっか

けとなる内容をもつものでなければならない。そして，非母語話者に配慮して，長く

なく曰本語がさほど高度でないものを選ぶ。学生は良い読み物に出会うことにより，

考えが広がりディスカッションの中身の質的な向上が期待される。

第二に，ディスカッションへの十分な準備である。１時間という制限時間内での話の

内容，流れ，時間配分などに関する準備が必要となる。ディスカッションの使用言語

は日本語で，内容は主に日本事情的なことであるため，曰本人学生の場合は，討論内

容と流れをおおまかに頭にいれておけばよいが，非母語話者である相手側は，準備期

間を長くとらなければ満足のいくディスカッションができない。すなわち，文化的背

景，生活習慣を理解するだけでなく，使用される語彙・表現などを理解し，正しく発

音でき，使いこなせなければならない。そのため，協定校側では，事前に読解授業と

して資料を読んで，話す練習の機会を設けている。

第三に，宮崎（2002：17-8）がいう「接触場面」のうちの，特に「遠隔接触場面」

におけるコミュニケーション問題（尹2004a,2004b）である。インターネットヘの接

続がブロードバンドになり,学生たちはMessenger系のビデオ会議ソフトウェアを使

うチャットには'慣れてきた。しかし，「対面場面と比べ調整の頻度が高く，物理的･心

理的に困難な状況において，より積極的な言語管理の意識」（尹2004ｂ:２６）が働くと

いう。このような種類のコミュニケーションは，ビデオ会議のような手段により新た

にもたらされたものと見るべきであり，ビデオ会議機器の性能向上を待つだけでなく，

今後は，我々自身がこのような形のコミュニケーションに慣れていこうとする努力も

求められると考える。

第四に，時差調整の問題である。表２に挙げた第７回交信では時差が14時間あり，

米国側が夕方から夜にかけて，日本側が朝早めの時間に行なった。特に筆者らの場合，

ビデオ会議によるIＣＤを大学の正規授業の中に取り込もうとしており，大学の授業時

間内で行う際の日程調整について，曰本側の時間割と相手側のそれと二重に注意を払

う必要がある。

－５３－
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9．ビデオ会議の技術面における留意点

本稿ではこれまでビデオ会議によるIＣＤの進行方法，いわば方法論について述べて

きた。しかしながら，ビデオ会議システムを扱う以上，方法論とともに機器の面での

準備も入念に行う必要がある。ビデオ会議システムに用いられる技術は，コンピュー

タ機器全般と同様，曰進月歩で向上している。特に，プロトコルにH323が多く用い

られるようになった昨今では，セキュリティ対策や送信パケットの圧縮技術の問題が

より複雑になってきているため，これらに対し必要十分な知識を持って交信に臨まな

ければならない。

筆者らの経験から，実際の交信時に留意すべき点は次の４つにまとめることができ

る。

A）双方の使用機器の性能に関する調査及び事前の相互通信実験の必要性

プロトコルが共通していればITU-Tが勧告する通信は保証されるが,実際のシステ

ム機器はメーカーによりさらに独自の通信技術が載せられている。したがって，異な

るメーカー間，また同メーカーでも異なる機種間での通信が実際にどうなるかは交信

実験をしてみないことにはわからない。特に，実験をして初めてわかる問題（例えば

パケット・ロス'5や突然のプリーズ）が多いということが経験から言える。

B）ファイアウオールの開放等，セキユリテイに関する問題

H323の場合はインターネットを経由する。したがって,セキュリティに対する問題

をいつも念頭におかなければならない。近年Ｈ323を用いた通信では，接続されたビ

デオ会議システム機器がＬＡＮ内に置かれる場合が多く，その出入り口にファイア

ウオール（ＦＷ）が立てられることが一般的である。ＦＷ越しの通信の場合，ＦＷが閉

じられたままでは通信セッションは確立しない。この場合，ＦＷを管理している担当

機関に連絡を取って，交信時間帯のみＦＷの開放を行うことになる。

C）Ｈ323使用時のパケット経由の仕方と経由点数の問題

筆者らが行ってきたＨ323交信のうち，中国との交信で音声の質は良いのに映像の

画質が非常に悪かったことがあった｡ＵＮＩＸコマンドのtraceroute16により通信経路を

調べた結果,インターネットを通るパケットの経由地点数が30地点以上で,かつパケッ

トの送受信にかかる時間値が大きすぎていたことがわかった。日本から送られたパ

１５図３の右下に「PacketLoss」と楕円形の表示が現れている。

１６Windowsコマンドの「tracert」でも同様の調査が行える。

－５４－
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ケットは直接中国へ行くのではなく，アメリカを経由する商用サービス・プロバイダ

の経路をたどっていたのである。インフラによる問題なのでそう簡単に解決できない

が，Ｈ323を使った場合，このような問題も念頭においておかなければならない。

Ｄ）Ｈ,320使用時の通信費用に関する問題

H320を用いればH323による諸問題には悩まされなくなるが，H320はＩＳＤＮを用

いることから,交信を行っている間は国際電話をかけるのに等しい｡この問題はButler

＆Fawkes（1999：４８）の注1でも具体的な金額を提示して指摘されている'7．現在，

日本国内のＩＳＤＮ通話料金は加入電話と同じだが，この通信費用に対してどのような

判断を下すかは，ビデオ会議システム利用者次第ということになる。

10．今後に向けて

本稿では，ビデオ会議によるＩＣＤを行うに当たって，その方法論を確立させていく

とともに，機器の技術面からも周到な準備が必要である，ということを指摘した。

今後は，ディスカッションの幅を持たせるために，まず読み物の種類と内容を充実

させる必要がある。また，ビデオ会議によるIＣＤの授業に対するさまざまな形での点

検・評価を行っていかなければならない。点検・評価は自己評価，参加者による評価

などが考えられるが，授業評価の場合，いずれも点数化したアンケートが中心になる

ものと思われる。その結果については，渋井他（1995)，河村（1999)，東新他（2001）

や植野他（2001）などの先行研究に見られるように，統計的な分析を行う必要がある。

その結果から得られたものをIＣＤによる教育に還元していくことで，曰本人学生の

国際的な感覚を酒蓑するともに，ビデオ会議を一緒に行う協定校側の参加学生への曰

本語教育にとっても有益で新たな教育方法の一つとなり，さらに双方にとって異文化

に対する「共感的理解」（倉地1992）へとつながっていくことを期待している。

１７年間通信費が1998年初年度里4,000,次年度は里5,000かかったという。1998年後半期の日本円との交換

レートで平均すると31万円強である。
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Preliminarystudyonintercultualdiscussions

viavideoconhrencin＝

ＯｔａAkira＆MiuraKanae

AbstructThisarticlereportsourexpenencewithdistanceeducationviavideoconferencingbe-

tweenKanazawaUmversityandthreeofitssisteruniversitiesForexample，ｗｅhavehad

interculmraldiscussions(hencefOrth,ICDs)ｏｎｔｈｅｍｅｓｓｕｃｈａｓ'１DoestheanswerYESfrom

JapanesepeoplemeanNO?１VHowdoJapanesejudgeaperson?”andsofOrthwiththe

CollegeofWilliamandMaryinWilliamsburg,VAUSA・

TosuccessfUllyrealizeanICD,itisnecessarytobothl)recuruitparticipantsand2)selectan

appropriatethemeandreadingmaterialslnaddition,ourexpenenceshavetaughtustopay

closeattentiontothechallengesofl)contentdiscussed,2)sufficientpreparationsfOrlCD,３）

newermodesofcommunicationlikevideoconferencing,and4)scheduleadjustmentbetween

time-zonedistantplaces，ｅ・ｇＪａｐａｎａｎｄｔｈｅＵＳＡ・Fromatechnicalpointofview，

videoconferencingsystemissuessuｃｈａｓｌ）advancetestingofconnections，２）secunty

behindfirewall-protectｅｄＬＡＮｓ,３)numberofpacketroutesunderH323conditions,ａｎｄ４）

conununicationcostswithH320protocolareallimportant・

FuturetasksaretoincreasetherepertoireofreadingmaterialsfOrasubstantiallCDandto

provestatisticallythatlCDvideoconferencingengendersempathicandmutualunderstanding

amongparticipants．
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